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特集　不整脈
不整脈を見逃さないために
検査のはなし

ホルター心電図インターネット解析

働くための元気づくり

認知症⑤ 認知症の予防（4）
HOROSCOPE 　1月～3月の健康運

14

脳だめし 　あなたは何問できる？16

ちょっと気になる水と食と大気のはなし

大気汚染12

季節の健康食・21

鮭11

からだにいいことアレコレ

冷え性対策10

知って安心　保険

飲酒運転と保険のはなし9

簡単な検査のはなし・21 
アレルギー症状があるのに特異ＩｇＥは陰性
（クラス０）でした。なぜですか？

院内感染対策・10

環境の整備

8
　明けましておめでとうござい
ます。
　新年を迎え、街のあちらこちら
に飾られている正月飾りが目に
入ります。色鮮やかな飾り付け
は、私たちにたくさんの幸運をも
たらしてくれそうです。もともと
家に飾る正月飾りは、新年を迎
えた家庭に幸せを届けてくれる
年神様の目印。また、新しい年
がよい年であるようにと願いが
込められています。
　今年も皆様に幸多き年となり
ますように。「迎春」
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心
臓
は
左
右
の
肺
に
は
さ
ま
れ
、横

隔
膜
の
上
に
あ
り
ま
す
。
心
臓
は「
心

筋
」
と
い
う
筋
肉
で
で
き
て
お
り
、
大

き
さ
は
自
分
の
握
り
こ
ぶ
し
ほ
ど
で

重
さ
は
２
５
０
〜
３
０
０
ｇ
で
す
。右

心
房
、左
心
房
、右
心
室
、左
心
室
の
４

つ
の
部
屋
に
分
か
れ
て
お
り
、全
身
へ

血
液
を
送
る
左
心
室
の
心
筋
層
が
一

番
厚
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
酸
素

や
栄
養
素
を
体
の
隅
々
に
運
ぶ
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
運
ぶ
役
目

を
血
液
が
担
い
、血
液
を
送
り
出
す
ポ

ン
プ
の
役
目
を
心
臓
が
受
け
持
っ
て

い
ま
す
。心
臓
に
は
２
つ
の
大
き
な
役

割
が
あ
り
、
１
つ
は
血
液
を
送
り
出

す
働
き(

収
縮
能)

、
も
う
１
つ
は
血

液
を
受
け
取
る
働
き（
拡
張
能
）で
す
。

こ
の
２
つ
の
作
用
が
一
定
の
リ
ズ
ム

で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
、心
臓
は

正
常
に
機
能
し
ま
す
。
そ
の
回
数
は

１
日
に
約
10
万
回
に
も
な
り
ま
す
。

　
成
人
の
一
般
的
な
脈
拍
は
１
分
間

に
60
〜
１
０
０
回
な
の
で
、
そ
れ
よ

り
速
す
ぎ
た
り
遅
す
ぎ
た
り
、
ま
た

脈
が
不
規
則
に
打
つ
感
じ
が
あ
る
と

不
整
脈
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

不
整
脈
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に

　
不
整
脈
は
心
臓
が
悪
い
か
ら
起
こ

る
の
か
と
い
う
と
、実
は
必
ず
し
も
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、心
臓
を
養
っ
て
い
る
血
管
が

詰
ま
る
病
気
に
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症

が
あ
り
ま
す
が
、不
整
脈
は
血
管
が
詰

ま
る
か
ら
起
き
る
の
だ
と
勘
違
い
さ

れ
て
い
る
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
心
臓
は
筋
肉
で
で
き
た
臓
器
で
、
そ

の
筋
肉
に
か
す
か
な
電
気
が
流
れ
て

興
奮
し
、動
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
電
気
は
心
臓
の
上
部
に
あ

全身から戻ってきた血液は右心房に入り、右心室に入っ
て肺へ送られます。肺で酸素と二酸化炭素を交換し、酸
素を多く含んだ血液が左心房に入り、左心室から全身に
新しい血液を送り出します。心室が、1分間に収縮した
回数を心拍数といい、心拍が乱れる状態のことを総称し
て不整脈といいます。

右心房

右心室

左心室

左心房

大動脈

上大静脈

右肺静脈

下大静脈

左肺動脈

右肺動脈

左肺静脈
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特 集  ◆  不整脈

る「
洞
結
節
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
作
ら

れ
、電
気
の
通
り
道（
伝
導
路
）を
通
っ

て
心
臓
全
体
に
流
れ
る
こ
と
で
、筋
肉

が
一
定
の
リ
ズ
ム
で
収
縮
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、洞
結
節

で
電
気
が
発
生
し
な
か
っ
た
り
、伝
達

に
異
常
が
あ
っ
た
り
す
る
と
、心
臓
が

規
則
正
し
く
動
か
な
く
な
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
は
心

臓
の
血
管
の
病
気
で
す
が
、不
整
脈
は

刺
激
を
伝
え
る
電
気
系
統
の
故
障
な

の
で
、基
本
的
に
は
別
の
病
気
で
す
。

　
ま
た
、不
整
脈
の
原
因
と
し
て
最
も

多
い
の
は
、年
齢
に
伴
う
も
の
や
体
質

的
な
も
の
で
す
。

　
24
時
間
ホ
ル
タ
ー
心
電
図
の
検
査

を
し
て
み
る
と
、中
高
年
の
ほ
と
ん
ど

の
人
に
、
１
〜
２
個
は
不
整
脈
が
見

つ
か
り
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
る
ご
と

に
、
だ
れ
で
も
少
し
ず
つ
不
整
脈
が

増
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
ス
ト
レ

ス
や
睡
眠
不
足
、疲
労
な
ど
で
も
不
整

・心臓の刺激伝導路や電気の流れ方に問題がある
・他の心臓の病気によって心臓の働きが弱まり、
  心臓の筋肉の一部が機能しなくなる
・加齢による心機能の低下
・特定の薬による副作用
・心臓に関連しない他の健康問題

・遅いまたは早い拍動
・胸のあたりの震え
・ドキドキ感
・頭がふらふらする
・胸の痛み
・息切れ
・めまい、気が遠くなる
・失神する

脈
は
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、特
別
な
も
の
で
は

な
く
、
だ
れ
に
で
も
起
こ
り
う
る
も

の
だ
と
い
え
ま
す
。

　
と
く
に
健
康
診
断
で
不
整
脈
だ
け

見
つ
か
っ
た
場
合
は
、治
療
を
必
要
と

し
な
い
不
整
脈
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

　
一
方
で
、治
療
を
必
要
と
す
る
不
整

脈
も
あ
り
ま
す
。
す
で
に
心
臓
の
病

気
が
あ
る
と
、二
次
的
に
電
気
系
統
の

異
常
が
生
じ
て
、不
整
脈
が
出
や
す
く

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
弁
膜
症
に
な
る

と
、心
房
や
心
室
が
大
き
く
な
っ
て
電

気
の
流
れ
が
お
か
し
く
な
り
、不
整
脈

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
一
般
的
に
か
か
り
つ
け
の
先
生
に

診
て
い
た
だ
く
必
要
の
あ
る
不
整
脈

の
症
状
は
左
記
の
５
つ
で
す
。

①
頻
回
に
脈
が
飛
ぶ
。（
１
分
間
に
10

回
以
上
）

②
脈
が
急
に
速
く
な
っ
て
、胸
が
苦
し

く
な
っ
た
り
、気
分
が
悪
く
な
っ
た

り
す
る
。

③
脈
が
乱
れ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

④
失
神
す
る
。

⑤
極
端
に
脈
が
速
い
、
ま
た
は
遅
い
。

（
１
分
間
に
１
２
０
以
上
、50
以
下
）

電気的興奮は下記の順に伝わり、各部位での興奮が心電図の波形に反
映されます。

P波 心房の電気的興奮を表す

QRS波 心室の電気的興奮を表す

T波 電気的に興奮した心室が
 元に戻るのを表す

P

Q
S

R
T

左心房

右心房

左心室

右心室

1

2

3

4

5

洞結節

房室結節

ヒス束

脚

プルキン工線維

正常な場合、P波、QRS波、T波の波形が一定の間隔で現れ、波形
の高さや幅も一定になる。
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■
徐
脈

　
脈
が
遅
く
な
る
こ
と
を「
徐
脈
」
と

い
い
ま
す
。
徐
脈
の
場
合
、
心
電
図
の

波
の
間
隔
が
正
常
な
場
合
に
比
べ
、長

く
な
り
ま
す
。
重
症
に
な
る
と
、
波
が

途
絶
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、一
時
的
に
心
臓
が
停
止
す
る
状
態

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
徐
脈
を
引
き
起
こ
す
病
気
に
は
、洞

不
全
症
候
群
や
房
室
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　
洞
不
全
症
候
群
は
、洞
結
節
と
呼
ば

れ
る
心
臓
の
収
縮
の
命
令
を
出
し
て

い
る
部
分
の
細
胞
に
異
常
が
生
じ
て
、

命
令
を
出
す
回
数
が
極
端
に
少
な
く

な
っ
た
り
、命
令
が
出
な
く
な
っ
た
り

す
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
房
室
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
房
室
結

節
と
呼
ば
れ
る
収
縮
の
命
令
の
受
け

渡
し
を
し
て
い
る
部
分
に
支
障
が
生

じ
て
、心
室
と
い
う
血
液
を
送
り
出
す

部
屋
へ
の
命
令
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な

く
な
っ
た
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
徐
脈
に
よ
っ
て
全
身
に
十
分
な
量

の
血
液
が
送
ら
れ
な
く
な
る
と
、息
切

れ
や
め
ま
い
、
だ
る
さ
な
ど
が
起
こ

り
ま
す
。
ま
た
10
秒
ほ
ど
途
切
れ
る

と
脳
に
十
分
な
量
の
血
液
が
行
き
渡

ら
ず
に
、失
神
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

■
頻
脈

　
頻
脈
と
は
、
運
動
や
緊
張
と
は
関

係
な
く
、脈
が
異
常
に
速
く
な
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。心
電
図
の
波
形
の
間
隔

は
短
く
な
り
、脈
拍
が
速
く
な
る
の
で

動
悸
が
現
れ
ま
す
。

　
頻
脈
の
原
因
は
、心
臓
に
送
ら
れ
る

電
気
が
異
常
に
早
く
作
ら
れ
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、電
気
の
通

り
道
に
異
常
が
生
じ
て
電
気
信
号
が

本
来
の
働
き
を
し
て
い
な
い
可
能
性

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
頻
脈
で
と
く
に
注
意
が
必
要
な
の

は
、心
電
図
の
波
が
１
分
間
に
４
０
０

〜
６
０
０
回
に
も
な
り
、不
規
則
に
な

る「
細
動
」で
す
。細
動
に
は
脈
が
速
く

な
る「
心
房
細
動
」と
心
臓
が
停
止
す
る

「
心
室
細
動
」の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
細
動
以
外
の
不
整
脈
に
は
、上
室
性

頻
拍
症
や
心
室
頻
拍
症
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

①
脈
が
速
く
な
る「
心
房
細
動
」

　
心
房
細
動
は
、心
房
の
筋
肉
が
痙
攣

す
る
よ
う
に
細
か
く
震
え
て
十
分
に

収
縮
で
き
な
く
な
り
、心
房
内
の
血
液

を
心
室
へ
送
り
出
す
能
力
が
低
下
し

ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
心
房
に
血
栓
が

で
き
や
す
く
な
り
、
そ
の
血
栓
が
脳

に
飛
ん
で
脳
の
血
管
が
詰
ま
る
リ
ス

心臓への電気信号が正常な場合は、P波、QRS波、T波の波形（3頁
参照）が一定の間隔で現れ、それぞれの波形の高さや幅も一定になる。

正 常 脈が一定の速さ（脈拍60～100回/分）

期外収縮 脈が乱れる・飛ぶ

期外収縮の場合、一定の間隔で現れる波と波の間に通常より早いタイ
ミングで波が出現する。心配のないものがほとんどだが、まれに心不
全や狭心症などの病気が隠れていることもある。

徐脈の場合は、P波、QRS波、T波の波形が現れる間隔が正常な場合
に比べて長い。重症になると、数秒間心臓が停止した状態となり、め
まいや失神、痙攣などを引き起こす。

徐 脈 脈が遅くなる（脈拍50回/分以下）

頻 脈 脈が速くなる（脈拍100回/分以上）
頻脈の場合、波形が短い間隔で現れる。
「心房細動」では小さく細かい波が多く出現し、P波がはっきりせずR
波とR波の間隔も不規則になる。血栓ができやすくなるため脳梗塞を
起こす危険がある。
「心室細動」では波形が原形をとどめないほど大きく乱れる。直ちに
AED（電気的除細動）で正常の波形に戻さないと死に至る、最も危険
な不整脈。
●心房細動の波形 ●心室細動の波形
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特 集  ◆  不整脈

ク
が
高
ま
る
病
気
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
心
房
細
動
の
主
な
原
因
に
は
、加
齢

や
高
血
圧
、
心
臓
病
、
甲
状
腺
の
病
気

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

②
心
臓
が
停
止
す
る「
心
室
細
動
」

　
心
室
細
動
と
は
、心
室
が
１
分
間
に

３
０
０
回
以
上
不
規
則
に
震
え
る
よ

う
に
痙
攣
す
る
状
態
の
こ
と
で
、
こ

れ
が
起
こ
る
と
た
ち
ま
ち
死
に
つ
な

が
る
不
整
脈
で
す
。心
筋
梗
塞
や
心
筋

症
の
人
で
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
心
室
細
動
は
最
初
か
ら
そ
れ
が
起

こ
る
場
合
と
、心
室
頻
拍
が
最
初
に
起

こ
り
、
し
ば
ら
く
し
て
心
室
細
動
に

移
行
す
る
場
合
と
が
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
す
ぐ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ（
電
気

的
除
細
動
）で
正
常
の
リ
ズ
ム
に
戻
さ

な
い
と
、
そ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う

可
能
性
が
高
い
最
も
危
険
な
不
整
脈

で
す
。

　
運
動
中
に
突
然
死
す
る
原
因
の
多

く
は
心
室
細
動
で
す
が
、持
病
に
心
臓

病
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、気
づ
か

ず
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
激
し
い
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
し
て
心
室
細
動
に
な
っ
て

し
ま
う
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
心
筋
や
弁
膜
に
異
常
が
な

く
、見
か
け
は
健
常
な
心
臓
を
持
っ
て

い
る
人
に
心
室
細
動
が
起
こ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の

人
に
は
本
当
に
病
気
が
な
い
の
で
は

な
く
、心
臓
の
電
気
現
象
を
司
る
遺
伝

子
に
異
常
が
あ
っ
て
、心
臓
の
電
気
系

統
だ
け（
筋
肉
や
血
管
に
は
異
常
が
な

い
）に
変
調
を
来
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、心
筋
梗
塞
の
急
性
期
や
肥
大

型
心
筋
症
な
ど
の
場
合
、非
常
に
速
く

心
室
に
電
気
が
伝
え
ら
れ
て
し
ま
う

心
房
細
動
を
持
っ
て
い
る
人
の
一
部

で
、心
房
細
動
か
ら
心
室
細
動
に
移
行

す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
発
作
性
上
室
性
頻
拍

　
房
室
結
節
の
異
常
に
よ
り
、心
房
と

心
室
の
間
で
電
気
刺
激
が
旋
回
す
る

た
め
に
生
じ
る
頻
脈
性
不
整
脈
で
す
。

突
然
の
頻
脈
と
動
悸
が
特
徴
的
で
、治

ま
る
時
も
突
然
で
す
。良
性
の
も
の
が

多
く
、
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
治
療
で
根
治
で
き
る
可
能

性
が
高
い
不
整
脈
で
す
。

■
期
外
収
縮

　
心
臓
が
通
常
よ
り
早
い
タ
イ
ミ
ン

グ
で
収
縮
す
る
た
め
に
、脈
が
飛
ぶ
よ

う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
あ
ま
り
目
立
っ

た
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、人
に
よ
っ

て
は
胸
が
何
と
な
く
不
快
に
な
っ
た

り
、動
悸
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。期
外
収
縮
は
健
康
な
人
で
も

起
こ
る
こ
と
が
あ
り
、不
整
脈
の
中
で

も
最
も
多
く
、心
配
の
い
ら
な
い
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、
ま
れ

に「
狭
心
症
」
や「
心
筋
症
」
な
ど
の
病

気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
に

は
、医
師
の
診
察
を
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

運動前のセルフチェック

運動中のセルフチェック

普段から脈を測るようにしておくと違いがわかり、不整
脈の早期発見につながります。また、運動中は心臓に負
担がかかり突然死のリスクが高くなるので、運動前や運
動中にも下記の項目をチェックすることが大切です。

□ 症状 動悸、息切れ、胸の痛みがないか
□ 脈拍 1分間に何回脈を打つか（60～100回/分）
 乱れはないか
□ 血圧 収縮期（最大）血圧　130mmHg未満
 拡張期（最小）血圧　80mmHg未満  

□ 脈拍 運動中や運動後の脈拍数が「180 - 年齢」以内
例）50歳の場合
「180 - 50 ＝ 130」となり、最大脈拍数の上限は「130回」とな
ります。この値を超えた場合は、運動を見直すか、医師の指示
を受けましょう。

●脈の測り方

安静時、橈骨動脈（手首の親指付
け根部分）に沿って、人さし指と中
指、薬指の3本をやさしく置き、1
分間の脈拍を測る。

とうこつ
橈骨動脈

0

3万人

6万人

9万人

12万人

15万人

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

女 男
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不
整
脈
を
正
し
く
診
断
す
る
た
め

に
、
主
に
３
種
類
の
検
査
が
あ
り
ま

す
。
40
歳
以
上
の
場
合
、
症
状
が
な
く

て
も
年
に
１
度
は
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

■
安
静
時
12
誘
導
心
電
図
検
査

　
最
も
一
般
的
で
基
本
的
な
検
査
で

す
。
ベ
ッ
ド
上
で
横
に
な
り
手
足
と

胸
に
電
極
を
貼
り
付
け
、12
カ
所
の
心

電
図
を
記
録
し
ま
す
。

■
ホ
ル
タ
ー
心
電
図

　（
24
時
間
心
電
図
検
査
）

　
医
療
機
関
で
一
時
的
に
心
電
図
検

査
を
し
て
も
心
臓
の
状
態
は
正
確
に

は
記
録
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
患
者
の
日
常
生
活
に
合
わ
せ
、

１
日
分
の
心
電
図
を
小
型
軽
量
の
装

置
に
記
録
し
、長
時
間
の
心
拍
の
状
態

を
解
析
す
る
の
が
、
ホ
ル
タ
ー
心
電

図
で
す
。

■
運
動
負
荷
心
電
図

　
ベ
ル
ト
上
を
走
る（
ト
レ
ッ
ド
ミ

ル
）、
自
転
車
を
漕
ぐ（
エ
ル
ゴ
メ
ー

タ
ー
）、階
段
昇
降
な
ど
の
運
動
負
荷
を

か
け
な
が
ら
心
電
図
を
記
録
し
ま
す
。

運
動
中
に
起
こ
る
不
整
脈
の
ほ
か
、狭

心
症
な
ど
の
診
断
に
も
有
効
で
す
。

倒れている人を見つけたら、下記の手順で速やかに救命処置をしましょう。

1.意識の有無を確認する

2.周囲の人に声をかけ、助けを求める

3.呼吸の有無を確認する

4.心臓マッサージ（胸骨圧迫）を行う

5. AEDを使用する

胸と腹部が、普段呼吸するように一定のリズムで動き、
息があるかないかを早急（10秒以内）に判断します。

肩を叩いたり、声をかけたりして、反応があるか確認し
ます。できれば時間を測り、救急車が到着するまでどの
くらいの時間が経ったか報告できるとよいでしょう。

※人工呼吸ができる場合
気道を確保し、心臓マッサージ30回、人工呼吸2回を交互に繰り返す。

AEDは、駅や学校、ホテルなどの大型施
設に備えつけられています。下記WEB
サイトなどでもAEDがある場所を探す
ことができます。
◆日本全国AEDマップ   https://aedm.jp

電源を入れて（ふたを開けると電源が
入る機種もあります）電極パッドを装
着し、音声ガイドに従ってください。
だれにでも簡単に扱えます。

「119番へ電話してください」
「AEDを持ってきてください」

普段通りの呼吸がみられない、または
その判断に自信がもてない場合は
ただちに心臓マッサージを！

除細動ボタンを押すときは、「みんな離れて！」と
声を出し、手振りを使って離れるように指示する

AED

胸が、約5cm沈むように両手で圧迫
※小児・乳児は胸の厚さの約1/3沈むようにし、小児は
　両手または片手、乳児は指2本で圧迫する

強く

1分間あたり、
100～120回のテンポ速く

中断は最小限に絶え間なく

AEDが到着

胸の真ん中
を圧迫
胸の真
を圧

人工呼吸ができない場合は、心臓マッサージだけを続ける
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特 集  ◆  不整脈

こ
れ
ら
の
検
査
は
医
療
機
関
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
か
か

り
つ
け
の
先
生
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　 検 査 の は な し

参
考
資
料

　（
公
財
）
日
本
心
臓
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　（
公
財
）
循
環
器
病
研
究
振
興
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　（
国
研
）
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　■
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
・
Ｉ
Ｃ
Ｄ

　
脈
が
遅
い
徐
脈
性
不
整
脈
の
治
療

で
よ
く
使
わ
れ
る
の
が
、心
臓
の
外
か

ら
電
気
刺
激
を
与
え
る
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
で
す
。心
拍
数
が
設
定
さ
れ
た
値

よ
り
少
な
く
な
る
と
、必
要
な
電
気
刺

激
を
心
筋
に
与
え
て
心
臓
を
拍
動
さ

せ
る
装
置
で
す
。

　
左
右
ど
ち
ら
か
の
鎖
骨
の
下
あ
た

り
に
電
気
刺
激
を
発
す
る
本
体
と
、心

臓
に
伝
え
る
リ
ー
ド
を
局
所
麻
酔
で

埋
め
込
む
手
術
が
行
わ
れ
ま
す
。新
型

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
は
携
帯
電
話
や
電
子

レ
ン
ジ
な
ど
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
は

な
く
、寿
命
は
５
〜
10
年
ほ
ど
で
す
。

　
心
室
頻
拍
や
心
室
細
動
と
い
っ
た

命
に
関
わ
る
重
症
な
不
整
脈
を
経
験

し
た
患
者
、
あ
る
い
は
そ
の
可
能
性
が

高
い
と
予
測
さ
れ
る
患
者
は
、突
然
死

予
防
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｄ（
植
込
み
型
除
細

動
器
）が
適
応
と
な
る
こ
と
あ
り
ま
す
。

■
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、
不
整
脈
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

な
っ
て
い
る
心
臓
内
の
異
常
な
部
位

を
カ
テ
ー
テ
ル
を
使
用
し
て
焼
灼
し
、

正
常
な
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
す
方
法
で

す
。発
作
性
上
室
性
頻
脈
や
心
室
頻
拍
、

心
室
期
外
収
縮
と
い
っ
た
多
く
の
不

整
脈
を
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
体
へ
か
か
る
負
担
が
小
さ
い
手
術

で
す
が
、慢
性
化
し
た
心
房
細
動
や
心

疾
患
の
あ
る
人
に
は
適
切
で
な
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
、開
胸
手
術
を
行
う
必
要

が
あ
る
人
に
は
メ
ス
や
高
周
波
を
使

用
し
、外
科
的
に
心
房
細
動
の
治
療
を

行
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
メ
イ
ズ
手

術
を
代
表
と
す
る
手
法
で
あ
り
、長
期

の
慢
性
心
房
細
動
に
関
し
て
リ
ズ
ム

回
復
効
果
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
よ
り
も
高
い
と
い
う
報
告
も

あ
り
ま
す
。

■
薬
に
よ
る
不
整
脈
の
治
療

　
心
臓
で
起
こ
る
異
常
な
電
気
興
奮

を
抑
え
た
り
、頻
脈
が
あ
っ
た
り
す
る

場
合
に
心
拍
数
を
低
下
さ
せ
る
抗
不

整
脈
薬
が
あ
り
ま
す
。

　
薬
物
療
法
を
受
け
る
場
合
は
、自
分

が
現
在
服
用
し
て
い
る
薬
を
医
師
に

伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。抗
不
整
脈

薬
と
他
の
薬
と
の
相
互
作
用
で
、十
分

な
治
療
効
果
が
得
ら
れ
な
い
場
合
や

重
篤
な
副
作
用
を
生
じ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
治
療
の
必
要
の
な
い
不
整
脈

　
不
整
脈
が
見
つ
か
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、必
ず
し
も
治
療
が
必
要
な
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。脈
が
た
ま
に
飛

ぶ
程
度
の
人
や
症
状
の
な
い
徐
脈
は

心
配
の
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

ま
た
、運
動
や
精
神
的
な
興
奮
に
よ
っ

て
脈
が
速
く
な
る
場
合
も
心
配
あ
り

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、命
に
か
か
わ
る

よ
う
な
危
険
な
不
整
脈
や
、自
覚
症
状

が
強
く
出
て
い
る
不
整
脈
に
対
し
て

は
早
め
に
治
療
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。何
が
原
因
で
起
こ
っ
て
い
る

か
、
最
低
一
度
は
心
電
図
検
査
な
ど

で
確
認
し
て
も
ら
っ
た
方
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
そ
れ
ほ
ど
重
症
で
な
い
場

合
に
は
、
特
別
な
治
療
を
行
わ
ず
、
経

過
観
察
を
し
て
い
く
こ
と
が
多
い
で

し
ょ
う
。

ホ
ル
タ
ー
心
電
図

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
解
析

　
ホ
ル
タ
ー
心
電
図
検
査
を
行
っ
た
場

合
、
検
査
デ
ー
タ
を
各
医
療
機
関
か
ら

ホ
ル
タ
ー
解
析
セ
ン
タ
ー
へ
搬
送（
集

配
）
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
ホ
ル
タ
ー
心
電
図
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
解
析
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
検
査
デ
ー
タ

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
で
送
受
信
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
デ
ー
タ
の
送
受
信
は
、
ユ
ー
ザ
ー
認

証
、Ｖ
Ｐ
Ｎ
回
線
、デ
ー
タ
の
暗
号
化
を

す
る
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
万
全
で

す
。

①
各
医
療
機
関
で
専
用
ソ
フ
ト
を
利
用

し
て
デ
ー
タ
を
サ
ー
バ
ー
に
送
る
。

②
サ
ー
バ
ー
上
に
あ
る
デ
ー
タ
を
ホ

ル
タ
ー
解
析
セ
ン
タ
ー
が
解
析
を
行

い
、
再
度
サ
ー
バ
ー
に
解
析
デ
ー
タ

を
送
る
。

③
各
医
療
機
関
は
専
用
ソ
フ
ト
で
解
析

が
終
了
し
た
こ
と
を
確
認
し
、
サ
ー

バ
ー
に
結
果
を
取
り
に
い
く
。

　
こ
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

す
る
た
め
、検
査
デ
ー
タ
や
依
頼
書
、報

告
書
の
輸
送
が
不
要
と
な
り
、
医
療
機

関
へ
の
報
告
日
数
の
短
縮
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
搬
送
方
法
や
時
間
に

制
限
の
あ
る
地
域
ほ
ど
、
ホ
ル
タ
ー
心

電
図
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
解
析
の
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
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院
内
感
染
対
策
・
10

簡単な検査のはなし・17

A Q
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
あ
る
の
に
特
異
Ｉ
ｇ
Ｅ
は

陰
性（
ク
ラ
ス
０
）で
し
た
。
な
ぜ
で
す
か
？
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保険紹介

◆損害保険ジャパン日本興亜（株）代理店
◆アメリカンファミリー生命保険会社代理店
◆三井住友海上火災保険（株）代理店

（株）シー・アール・シー・サービスビス

知
っ
て
安
心　

保
険

知
っ
て
安
心　

保
険

　
飲
酒
運
転
の
厳
罰
化
に
よ
り
、飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
は
減
少
傾
向
で
す
が
、そ
れ
で
も
ま
だ
、

「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
運
転
し
、事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
う
人
は
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
今
回
は
、飲
酒
運
転
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

飲
酒
運
転
と
保
険
の
は
な
し

　
飲
酒
運
転
を
す
る
人
は
、「
自
分
は

大
丈
夫
」と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
ハ
ン

ド
ル
を
握
る
の
で
し
ょ
う
が
、飲
酒
を

す
る
と
運
動
機
能
や
集
中
力
が
極
端

に
低
下
し
ま
す
。
も
し
、そ
の
ま
ま
運

転
し
て
し
ま
う
と
、周
辺
の
車
両
や
歩

行
者
だ
け
で
は
な
く
、同
乗
者
も
事
故

に
巻
き
込
ん
で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、飲
酒
運
転
は
法
律
上
や

道
徳
的
に
も
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、も
し

飲
酒
運
転
を
し
て
事
故
を
起
こ
し
た

場
合
、飲
酒
運
転
を
し
た
本
人
に
対
し

て
は
保
険
金
が
支
払
わ
れ
な
い
の
が

現
状
で
す
。
そ
れ
で
は
、被
害
者
へ
の

保
険
金
の
支
払
い
は
、ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
、歩
道
を
歩
い
て
い
る
時
に

飲
酒
運
転
者
に
よ
る
事
故
に
遭
遇
し
、

大
ケ
ガ
を
負
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場

合
、運
転
者
が
飲
酒
運
転
で
あ
っ
て
も

加
害
者
本
人
の
自
動
車
保
険
で
、被
害

者
に
対
す
る
ケ
ガ
の
補
償
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

　
被
害
者
の
補
償
に
つ
い
て
は
、法
律

に
基
づ
く
強
制
保
険
で
あ
る「
自
賠
責

保
険
」と
、任
意
保
険
の「
対
人
賠
償
保

険
」
の
２
つ
が
適
用
対
象
と
な
り
ま

す
。
い
く
ら
運
転
者
が
飲
酒
運
転
で

あ
っ
て
も
、事
故
の
被
害
者
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

と
か
ら「
被
害
者
救
済
」
と
い
う
観
点

か
ら
、
免
責
に
は
な
ら
ず
、
保
険
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

　
同
様
に
、無
免
許
運
転
や
薬
物
乱
用

な
ど
の
運
転
者
に
よ
っ
て
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
事
故
の
被
害
者
に
な
っ
た

場
合
も
、「
被
害
者
救
済
」の
観
点
か
ら

保
険
金
は
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
道
路
交
通
法
で
は
呼
気
１
リ
ッ
ト

ル
中
０
・
１
５
mg
以
上
ア
ル
コ
ー
ル
を

検
知
し
た
場
合
、「
酒
気
帯
び
運
転
」と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
態
で
の
運
転

事
故
の
可
能
性
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
を

飲
ん
で
い
な
い
時
に
比
べ
２
倍
に
な

り
ま
す
。
１
単
位（
ビ
ー
ル
中
び
ん
１

本
、
日
本
酒
１
合
、
焼
酎
０
・
６
合
）
の

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
だ
と
き
の
血
中

ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
は
、０
・
０
２
〜
０
・

０
４
％
。
こ
れ
は
、呼
気
１
リ
ッ
ト
ル

当
た
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
量
に
換
算
す

る
と
、０
・
１
〜
０
・
２
mg
に
相
当
し
ま

す
。
つ
ま
り
、１
単
位
の
お
酒
を
飲
ん

だ
だ
け
で
、「
酒
気
帯
び
運
転
」の
基
準

値
を
超
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
体
格
や
体
質
、性
別
な
ど
で
異
な
る

た
め
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、あ
く

ま
で
目
安
と
し
て
、１
単
位
の
ア
ル
コ

ー
ル
が
体
内
か
ら
消
え
る
ま
で
に
約

３
〜
４
時
間
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
お
酒
を
飲
む
場
合
、夜
遅
く
ま

で
２
〜
３
単
位
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
摂

取
す
る
可
能
性
も
あ
り
、翌
日
の
午
前

中
は
お
酒
が
抜
け
て
い
な
い
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、呼
気
１

リ
ッ
ト
ル
中
０
・
１
５
mg
以
上
の
ア
ル

コ
ー
ル
を
検
知
し
た
場
合
、「
酒
気
帯

び
運
転
」
と
な
り
ま
す
の
で
、
飲
酒
し

た
量
だ
け
、代
謝
に
は
時
間
が
か
か
る

こ
と
を
覚
え
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ

う
。

　
最
後
に
余
談
と
な
り
ま
す
が
、最
近

で
は
運
転
マ
ナ
ー
が
問
題
視
さ
れ
て

い
る
自
転
車
に
つ
い
て
も
、飲
酒
運
転

の
対
象
と
な
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
の
は

自
動
車
や
バ
イ
ク
と
異
な
り
酒
酔
い

運
転
で「
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り

正
常
な
運
転
が
で
き
な
い
恐
れ
の
あ

る
状
態
で
自
転
車
を
運
転
し
た
場
合
」

に
限
り
ま
す
が
、５
年
以
下
の
懲
役
又

は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
を
科
せ

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、十
分

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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TEL 092-623-5131
【製造・販売元】　株式会社ゼックフィールド

シベリアの天然１００％のモミ精油です。

〒813-0062 福岡市東区松島 3丁目29-16
http://www.crc-group.co.jp/crcservice/お問い合わせ先

然

Ⓡ Ⓡ
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10こらぼ49号       2017.1



国民の健康の積極的増進と疾病の予防に寄与します。 
■全国健康保険協会生活習慣病健診指定機関
■労災二次検査実施機関
■労働衛生サービス機能評価機構認定機関

■公益社団法人全国労働衛生団体連合会総合精度管理事業参加機関
■産業医学振興財団指定健診機関
■特定健診・特定保健指導実施登録機関  

福岡支部 〒813-0062 福岡市東区松島３丁目29-18 TEL：092-623-1740
山口支部 〒745-0851 周南市大字徳山字東卯の手7510-37 TEL：0834-32-3694
長崎支部 〒859-0405 諫早市多良見町中里129-9 TEL：0957-43-6103福岡支部・山口支部・長崎支部

http:/ /www.fukuoka-kenkou.jp/

　

鮭
は
日
本
の
川
で
生
ま
れ
、ア
メ
リ
カ

や
ロ
シ
ア
近
く
の
海
ま
で
行
っ
て
大
き

く
な
り
、３
〜
４
年
後
卵
を
産
む
た
め
に

自
分
の
生
ま
れ
た
川
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

な
ぜ
98
％
の
鮭
が
自
分
の
故
郷
を
間
違

え
ず
に
遠
い
北
の
海
か
ら
自
分
の
川
に

戻
っ
て
こ
ら
れ
る
の
か
の
謎
は
残
さ
れ

た
ま
ま
で
す
。
ま
た
、ほ
と
ん
ど
を
海
で

過
ご
す
魚
で
す
が
、鮭
は
淡
水
魚
に
分
類

さ
れ
ま
す
。

　

鮭
は
、全
体
的
に
た
ん
ぱ
く
質
が
豊
富

で
、と
く
に
た
ん
ぱ
く
質
の
消
化
・
吸
収

は
、他
の
多
く
の
魚
よ
り
優
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、鮭
に
は
青
魚
に
多
く
含
ま
れ

る
、Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
な
ど
の
不
飽
和
脂

肪
酸
を
豊
富
に
含
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
た
り
、記

憶
力
を
良
く
し
た
り
と
い
っ
た
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
代
謝
促
進
や
肝
臓

強
化
に
優
れ
た
効
果
を
発
揮
す
る
タ
ウ

リ
ン
も
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
切
り
身
を
選
ぶ
場

合
は
、皮
が
乾
い
て
お
ら
ず
、ピ
カ
ピ
カ

と
輝
い
て
い
る
も
の
、皮
以
外
の
部
分

の
赤
色
が
強
い
も
の
、ト
レ
ー
に
汁
な
ど

が
出
て
い
な
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

生
鮭
は
２
日
以
内
に
食
べ
切
り
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、３
日
以
上
保
存
す
る
場
合

は
、塩
を
ふ
っ
て
お
く
か
冷
凍
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
お
店
で
売
っ
て
い
る
魚

は
冷
凍
魚
を
解
凍
し
た
も
の
も
多
く
、再

凍
結
を
す
る
と
味
が
落
ち
る
の
で
、な
る

べ
く
買
い
だ
め
せ
ず
、食
べ
る
分
だ
け
そ

の
都
度
買
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

鮭
Salmon

季節の健康食 ・17

「鮭」は、サケ目サケ科サケ属の魚で、鮮やかな赤い身が特徴的です。
鮭にはさまざまな種類がありますが、日本で主に食べられている鮭は
「シロザケ」という種類のものです。

鮭の味噌マヨホイル焼

が特徴的です。
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具
体
的
に
大
気
汚
染
と
は
、大
気
中

の
微
粒
子
や
気
体
成
分
が
増
加
し
て

人
体
や
環
境
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す

こ
と
を
い
い
、工
場
の
排
煙
や
自
動
車

の
排
気
ガ
ス
な
ど
、
人
間
の
経
済
的
・

社
会
的
活
動
が
原
因
と
さ
れ
ま
す
。

砂
嵐
や
山
火
事
な
ど
で
大
気
汚
染
が

自
然
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

自
然
由
来
の
も
の
は
大
気
汚
染
に
含

ま
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
大
気
汚
染
に
つ
い
て
の
歴
史
は
古

く
、
古
代
ロ
ー
マ
の
文
献
に
よ
る
と
、

西
暦
61
年
に
は
都
市
部
で
の
煙
や
悪

臭
な
ど
に
つ
い
て
嘆
い
た
と
い
う
記

述
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
14
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

す
で
に
大
気
汚
染
の
人
体
へ
の
影
響

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、産
業
革
命
に
よ
る
工
業
発
展
に
伴

う
石
炭
使
用
の
増
加
と
家
庭
用
暖
房

器
具
の
燃
料
使
用
に
よ
る
も
の
で
、大

気
汚
染
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
１
３
０
６
年
に
は
、

職
人
が
炉
で
石
炭
を
炊
く
こ
と
を
禁

止
し
た
ほ
ど
で
し
た
。

　
わ
が
国
の
大
気
汚
染
の
歴
史
は
、

「
公
害
」
と
い
う
言
葉
さ
え
定
着
し
て

い
な
か
っ
た
明
治
政
府
の
殖
産
興
業

政
策
時
代
に
遡
り
ま
す
。
第
二
次
世

界
大
戦
後
、他
国
に
類
の
な
い
経
済
発

展
を
遂
げ
た
わ
が
国
は
、さ
ら
に
深
刻

な
環
境
汚
染
を
経
験
す
る
こ
と
と
な

り
、大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

◆
環
境
基
準

　
大
気
汚
染
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
中
、先
進
国
で
は
１
９
５
０
〜

１
９
７
０
年
代
に
か
け
て
大
気
汚
染

物
質
の
環
境
基
準
が
設
定
さ
れ
、世
界

保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
１
９
８
７
年

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
27
種
類
の
物
質
に

対
す
る
基
準
を
定
め
た「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

空
気
質
指
針
」
を
策
定
し
、
こ
れ
を
全

世
界
に
拡
張
し
た「
空
気
質
指
針
」
が

１
９
９
９
年
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
わ
が
国
で
は
公
害
対
策
基
本
法

（
１
９
６
７
年
制
定
）
を
は
じ
め
と
す

る
環
境
法
が
整
備
さ
れ
、公
害
の
克
服

に
相
当
な
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
都
市
・
生
活
型
公
害
や

地
球
環
境
問
題
な
ど
の
新
た
な
環
境

問
題
が
顕
在
化
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

１
９
９
３
年
に
は
、
地
球
環
境
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
枠
組
み
と
し

て
環
境
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ

に
基
づ
き
、
政
府
が
一
体
と
な
っ
て

施
策
を
講
じ
る
た
め
の
環
境
基
本
計

画
※
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
福
岡
市
の
大
気
状
況

　
福
岡
市
で
は
、窒
素
酸
化
物
や
硫
黄

酸
化
物
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
な
ど
16
の
項
目

を
市
役
所
や
香
椎
、大
橋
な
ど
最
大
16

箇
所
で
24
時
間
測
定
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
数
値
が
毎
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
最

近
は
春
が
近
づ
い
て
く
る
と
、大
陸
か

シ
ー
・
ア
ー
ル
・
シ
ー

　
　
　
　
　
　

食
品
環
境
衛
生
研
究
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
９
２
）６
２
３
ー
２
２
１
１

ちょっと気になる水と食と大気のはなし
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固定発生源
工場・事業所、
一般家庭など

自然発生源
火山噴火、黄砂など

移動発生源
自動車、船舶、航空機、
鉄道車両など

など

ら
の
越
境
大
気
汚
染
の
ニ
ュ
ー
ス
が

多
く
な
り
、
福
岡
市
内
で
も
Ｐ
Ｍ
２
・

５
の
濃
度
が
環
境
基
準
を
上
回
る
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
限
ら
ず
大
気
汚
染
物

質
へ
の
対
策
と
し
て
は
、汚
染
に
対
す

る
曝
露
量
を
減
ら
す
こ
と
が
基
本
で

す
。
マ
ス
ク
や
空
気
清
浄
機
の
フ
ィ

ル
タ
ー
に
関
し
て
は
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に

対
応
し
て
い
る
も
の
と
そ
う
で
な
い

も
の
が
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。
ま
た
、対
応
し
て
い
る
も
の
で
も

正
し
く
装
着
し
な
け
れ
ば
十
分
に
効

果
を
発
揮
し
な
い
の
で
、気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
高
濃
度
の
汚
染
が
予
想
さ

れ
る
場
合
は
外
出
そ
の
も
の
を
控
え

る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
濃
度
の
高
い
日
は
、
し
っ
か
り
と

し
た
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〒813-0062 福岡市東区松島３丁目29-18　TEL092-623-2211 FAX092-623-2212

●佐賀営業所 〒840-0023 佐賀市本庄町袋131-16 TEL 0952-27-0831
●諫早営業所 〒859-0405 諫早市多良見町中里129-9 TEL 0957-28-5031
●鹿児島営業所 〒890-0034 鹿児島市田上8-12-23 TEL 099-282-1765

CRC食品 検索
本社ラボ

業務のご案内　〈分析・検査に関するご相談やご不明な点等がございましたら、お気軽にお問い合わせください。〉
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働
く
た
め
の
元
気
づ
く
り

穴井 元昭
あない・もとあき
1961年 九州大学医学部医学科卒業
1967年 医学博士
1975年 九州大学医療技術短期大学部教授
1995年 同名誉教授
1995年 シー・アール・シー中央研究所 所長
2015年 福岡市健康づくりサポートセンター  センター長
産医大講座修了認定産業医

　
脳
を
健
康
に
し
、
認
知
症
予

防
に
も
大
き
な
力
を
発
揮
し
て

く
れ
る
の
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」、
つ
ま
り
人
と
の
交
流

で
す
。
話
を
し
た
り
一
緒
に
食

事
を
し
た
り
す
る
と
き
、
脳
の

中
で
は
あ
ら
ゆ
る
領
域
が
活
発

に
働
い
て
い
ま
す
。
相
手
の
話

を
聞
い
て
理
解
す
る
、
考
え
て

話
す
、
相
手
の
気
持
ち
を
思
い

や
る
、
ま
た
待
ち
合
わ
せ
の
場

所
や
時
間
に
注
意
を
払
う
な
ど
、

人
間
ら
し
さ
に
重
要
な
「
前
頭

葉
」
は
フ
ル
活
動
で
す
。

　
以
上
、
５
回
に
わ
た
っ
て
認

知
症
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、

最
後
に
、
子
ど
も
の
脳
に
つ
い

て
の
瀧
教
授
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
デ
ー
タ

に
基
づ
く
研
究
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

　
子
ど
も
の
時
に
作
ら
れ
る
脳

は
大
人
の
脳
を
作
る
土
台
で
も

あ
る
の
で
す
。
将
来
認
知
症
に

な
ら
な
い
た
め
に
、
子
ど
も
の

脳
に
と
っ
て
い
い
こ
と
は
何
か

に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

①
寝
る
子
は
育
つ

　
具
体
的
に
は
８
〜
９
時
間
近

く
寝
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、

５
〜
６
時
間
し
か
寝
て
い
な
い

子
ど
も
た
ち
に
比
べ
て
相
対
的

に
海
馬
の
容
積
が
大
き
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
海
馬
の
容

積
が
大
き
い
こ
と
は
記
憶
に
関

す
る
能
力
が
高
く
、
海
馬
は
脳

の
司
令
塔
な
の
で
、
脳
の
あ
ら

ゆ
る
領
域
を
発
達
さ
せ
る
能
力

も
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
寝
る
時
刻
が
遅
い
子
や
睡

眠
時
間
の
短
い
子
ど
も
た
ち
は

学
業
成
績
が
良
く
な
い
、
あ
る

い
は
記
憶
力
が
あ
ま
り
良
く
な

い
と
い
う
こ
と
も
世
界
中
か
ら

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
睡
眠
時

間
が
短
い
と
海
馬
が
萎
縮
す
る

の
は
、
体
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス

が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
時
か
ら
海
馬
の
容
積

を
大
き
く
し
て
お
く
こ
と
が
、

将
来
の
認
知
症
や
う
つ
病
予
防

の
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

②
子
ど
も
の
朝
食
は
菓
子
パ
ン

よ
り
も
ご
飯
が
い
い

　
朝
食
に
ご
飯
を
食
べ
て
い
る

子
ど
も
の
方
が
、
菓
子
パ
ン
を

食
べ
て
い
る
子
ど
も
よ
り
IQ
（
知

能
指
数
）
の
平
均
値
が
高
く
、
脳

の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
で
は
、
ご
飯
を

食
べ
て
い
る
子
ど
も
の
方
が
言

語
の
働
き
を
担
う
領
域
で
あ
る

前
頭
前
野
の
灰
白
質
の
面
積
が

広
く
、
言
語
能
力
を
は
じ
め
い

く
つ
か
の
認
知
機
能
が
高
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
理
由
は

GI
値
が
関
係
し
て
い
る
の
で
す
。

GI
値
と
は
食
物
が
体
内
で
糖
に

な
り
、
血
液
中
の
血
糖
値
が
上

が
る
速
度
の
こ
と
で
す
。
菓
子

パ
ン
は
血
糖
値
が
急
に
上
が
り
、

急
に
下
が
り
ま
す
。
ご
飯
は
菓

子
パ
ン
に
比
較
し
て
血
糖
値
の

上
昇
と
下
降
が
ゆ
っ
く
り
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
脳
に
は
大
人
の

２
倍
近
い
血
液
が
流
れ
て
お
り
、

発
育
の
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

た
く
さ
ん
必
要
な
の
で
、
脳
に

長
い
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
保
た
れ

る
GI
値
の
低
い
食
べ
物
の
方
が

い
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
パ
ン

で
も
全
粒
粉
や
ラ
イ
麦
の
パ
ン

は
GI
値
が
低
い
で
す
。

③
子
ど
も
の
脳
を
育
て
る
に
は

適
時
性
が
あ
る

　
脳
は
後
ろ
か
ら
前
に
向
か
っ

て
作
ら
れ
、
思
春
期
を
過
ぎ
る

こ
ろ
ま
で
に
完
成
さ
れ
ま
す
。

英
会
話
を
例
に
す
る
と
、
10
歳

く
ら
い
ま
で
に
海
外
の
英
語
圏

で
生
活
を
す
る
と
、
ほ
ぼ
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
に
近
い
形
で
英
会
話

能
力
が
習
得
で
き
ま
す
。
言
語

を
つ
か
さ
ど
る
言
語
野
は
10
歳

ぐ
ら
い
が
発
達
の
ピ
ー
ク
で
、

10
歳
を
過
ぎ
る
と
言
語
野
の
道

路
は
ほ
と
ん
ど
完
成
さ
れ
、
使
っ

て
い
な
い
道
は
ど
ん
ど
ん
壊
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

認
知
症
の
予
防（
４
）

認
知
症 

⑤
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あなたのキャリア・スキルにあった仕事
を紹介します。登録はカンタン！まずは、
お気軽にお電話ください。あなたにピッ
タリな仕事探しをお手伝いします。

TEL092-623-2187
人材サポート本部

①恭 ②償 ③拒

④芳 ⑤譲渡 ⑥戯→儀

⑦鍛→端 ⑧威→偉 ⑨裂→劣

⑩充→柔 ⑯

⑪しゅういつ

⑫かいこ

⑬ざっきん

⑭こくじ

⑮たぐる

１月～３月の健康運
マケーンシュムシュケル・達也 

牡羊座 3/21 - 4/19

牡牛座 4/20 - 5/20

双子座 5/21 - 6/21

蟹　座 6/22 - 7/22

獅子座 7/23 - 8/21

乙女座 8/22 - 9/22

天秤座 9/23 - 10/23

蠍　座 10/24 - 11/22

射手座 11/23 - 12/21

山羊座 12/22 - 1/20

水瓶座 1/21 -2/18

魚　座 2/19 - 3/20

HOROSCOPE
か
ら
、
も
し
将
来
英
語
の
能
力

の
高
い
子
ど
も
に
育
て
た
い
の

で
あ
れ
ば
、
言
語
野
が
発
達
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
10
歳
ま
で
に

英
語
の
教
育
を
始
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
し
か
し
、
早
け
れ

ば
早
い
ほ
ど
い
い
か
と
い
う
と

そ
う
で
は
な
く
、
発
達
の
ピ
ー

ク
に
近
い
と
こ
ろ
で
、
し
っ
か

り
教
育
を
し
て
あ
げ
る
の
が
脳

に
は
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
運
動
や
感
覚
を
司
る

脳
の
領
域
は
５
歳
ぐ
ら
い
に
発

達
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
の
で
、

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
や
機
械

体
操
な
ど
指
導
が
必
要
な
運
動

や
細
や
か
な
器
用
さ
が
求
め
ら

れ
る
器
楽
演
奏
な
ど
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
プ
ロ
の
演
奏
家
を

目
指
す
の
で
あ
れ
ば
５
歳
ま
で

に
始
め
た
方
が
そ
の
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。
中
学
生
や
高

校
生
に
な
っ
て
か
ら
で
は
、
も

う
脳
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
柔
軟

性
は
下
が
り
始
め
て
い
る
の
で

難
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　
瀧
教
授
の
研
究
で
、
子
ど
も

の
知
的
好
奇
心
が
生
涯
健
康
脳

で
あ
る
た
め
の
重
要
な
要
素
で

あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し

た
。
子
ど
も
の
頃
に
知
的
好
奇

心
が
旺
盛
な
子
は
、
そ
う
で
な

い
子
よ
り
認
知
症
に
も
な
り
に

く
く
、
自
分
の
望
む
人
生
を
送

れ
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。
ま

た
、「
子
ど
も
の
頃
の
知
的
好
奇

心
」
が
す
べ
て
の
大
人
に
と
っ

て
「
生
涯
健
康
脳
」
の
礎
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
す
。

な
ぜ
そ
の
よ
う
に
言
え
る
の
か
、

興
味
の
あ
る
方
は
「
生
涯
健
康

脳
」
瀧
靖
之
著
、
ソ
レ
イ
ユ
出

版
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
５
回
に
わ
た
っ
て
認

知
症
の
予
防
に
つ
い
て
掲
載
し

て
き
ま
し
た
。
予
防
医
学
の
立

場
か
ら
述
べ
ま
し
た
の
で
、
認

知
症
の
臨
床
医
学
あ
る
い
は
介

護
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ

て
い
ま
せ
ん
。
機
会
が
あ
れ
ば
、

認
知
症
の
中
核
症
状
と
周
辺
症

状
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
５
回
の
連
載
の
中
で
２
点
訂

正
を
し
ま
す
。

(1)
認
知
症
の
４
病
型
の
う
ち
、

頻
度
の
順
序
を
次
の
よ
う
に

し
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
50
％
、
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
20
％
、
脳
血

管
性
認
知
症
15
％
、
そ
の
他

15
％
で
す
。

(2)
飲
酒
は
日
本
酒
な
ら
１
合
、

ビ
ー
ル
な
ら
５
０
０
mL
程
度

の
飲
酒
は
認
知
症
予
防
に
有

効
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

7
9
3
5
8
2
4
6
1

4
1
2
9
7
6
3
5
8

8
5
6
3
4
1
7
2
9

5
8
7
6
9
3
1
4
2

9
2
1
7
5
4
6
8
3

3
6
4
2
1
8
9
7
5

1
7
5
8
6
9
2
3
4

2
4
8
1
3
7
5
9
6

6
3
9
4
2
5
8
1
7

心穏やかに過ごせそうな予感。健
康面でも大きな問題はないので、
何かを始めるにはいいチャンスで
す。ただし、無理は禁物。

年齢とともに衰える基礎代謝に備
え、筋トレを始めてみてはいかが。
日頃の積み重ねは、将来大きな効
果につながっていくでしょう。

冷え性に悩まされそう。仕事の合間
などに座ったまま手足の力を抜い
て手首、足首をブラブラさせるなど
すると血行がよくなり効果的です。

年末年始の不規則な生活による胃
腸に疲れが出てきそう。刺激物を
避け、消化のよいものを食べるよう
にしましょう。

基本的には健康に過ごせそう。た
だし、油断は禁物。ちょっとした気
の弛みからケガすることも。注意を
怠らないように気をつけて。

寒さによる肩こりや腰痛に悩まさ
れそう。ぬるめのお風呂にゆっく
り入ったり寝る前にホットタオルで
温めたりすると楽になります。

乾燥肌に悩まされそう。冷たい飲み
物は体を冷やし血行も悪くするの
で極力避け、温かい飲み物を摂るよ
うにしましょう。

何にでも積極的にやる気がみなぎ
る時期。そんな時は、今まででき
なかったことにチャレンジしてみ
て。きっといい結果になるはず。

忙しかった仕事も一段落。気を張っ
ていた分、疲れもどっと出てきま
す。そんな時は、日帰り温泉などで
リフレッシュしましょう。

年末年始の暴飲暴食で体重が増加
傾向。今がダイエットのチャンス。
無理のない運動とバランスのいい
食事とで自然と結果がでてきます。

仕事でのストレスが溜まりそう。
ストレス解消には適度な運動を心
がけて。また、趣味の時間を楽し
むことも大切です。

健康運は下降気味。早寝早起きを
心がけ、免疫力を高めるためにバ
ランスのよい食事を摂るようにしま
しょう。
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①(

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）し
い
態
度
で
迎
え
る
。

②
罪
を(

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）う
。

③
彼
の
お
願
い
を(

　
　
　
　
　
　
　
　
　）ん
だ
。

④
体
調
は
あ
ま
り(

　
　
　
　
　
　
　
　
　）し
く
な
い
。

⑤
家
の
所
有
権
を(

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）す
る
。

8

1

3
5

6

4

5

3
1

4

　
9

4

2

8

6

3

5

?

?

? ⑪
秀
逸
な
作
品
ば
か
り
で
あ
る
。

⑫
友
達
と
昔
を
懐
古
す
る
。

⑬
雑
菌
の
繁
殖
を
抑
え
る
。

⑭
内
容
が
酷
似
し
て
い
る
論
文
。

⑮
か
す
か
な
記
憶
を
手
繰
る
。

⑥
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
辞
職
を
余
戯
な
く
さ
れ
た
。

⑦
容
姿
鍛
麗
な
女
の
子
の
肖
像
画
。

⑧
威
大
な
発
明
品
で
あ
る
電
灯
。

⑨
湿
気
に
よ
る
美
術
品
の
裂
化
を
防
ぐ
。

⑩
新
素
材
は
抜
群
の
充
軟
性
と
耐
久
性
が
あ
る
。 （

　
　

 

）

（

　

 

　）

（

　
　

 

）

（

　
　

 

）

（

　
　

 

）

   

　ウ
ヤ
ウ
ヤ

    

　
　
　
　ツ
グ
ナ

  

　
　
　
　

 

　
　
　
　
　コ
バ

  

　
　
　
　

  

　
　
　
　
　カ
ン
バ

　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　ジ
ョ
ウ
ト

カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
し
ま
し
ょ
う

間
違
い
を
書
き
直
し
ま
し
ょ
う

線
の
部
分
の
読
み
を
書
き
ま
し
ょ
う

脳だめし

あ
な
た
は
何
問
で
き
る
？

答
え
は
Ｐ
15
の
下
に
あ
り
ま
す
。

?

次
の
問
題
に
答
え
ま
し
ょ
う
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